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【音楽の夕べ～あなたとクラゲと音楽と～】
加茂水族館クラゲドリームシアターを背景
にEnsemble daccha（アンサンブルだっ
ちゃ）の奏でる幻想的な調べが観客を魅了
しました。
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－特集－

な
取
り
組
み
内
容
を
定
め
ま
す
。

　
　
総
合
計
画
審
議
会

　
計
画
の
策
定
に
当
た
り
総
合
計

画
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
条

例
に
基
づ
き
、
市
議
会
議
員
や
知

識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職

員
及
び
団
体
の
役
員
、
市
民
の
代

表
者
で
構
成
し
ま
す
。
市
長
の
諮

問
に
応
じ
、
専
門
的
・
総
括
的
な

視
点
で
議
論
し
計
画
の
中
身
を
広

げ
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
み
ん
な
で
つ
く
る

　
総
合
計
画
は
私
た
ち
が
住
む
ま

ち
の
未
来
に
向
け
た
大
切
な
計
画

で
す
。「
み
ん
な
で
計
画
を
つ
く

る
」
こ
と
が
よ
り
良
い
計
画
の
た

め
に
必
要
で
す
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
や
考

え
を
集
め
共
有
し
、
計
画
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
が

メ
ン
バ
ー
の
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾

と
、
地
域
振
興
懇
談
会
で
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
、
各
地
域
の
振
興

方
針
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
を
深
め
な
が
ら
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線541

　
皆
さ
ん
は
「
総
合
計
画
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
こ
れ
は
鶴
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
市

が
行
う
全
て
の
施
策
・
事
業
の
基

本
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
は
市
町
村
合
併
か
ら
三
年

後
の
平
成
二
十
年
度
に
「
鶴
岡
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
、
策
定
か
ら
九
年
が
経
過
し
、

市
を
取
り
巻
く
状
況
も
当
時
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
事
業
の
点
検
・
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
目
指

す
べ
き
鶴
岡
の
将
来
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
な
ど
を
示
す
新

し
い
総
合
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
第
二
次
鶴
岡
市
総
合
計
画

　
第
二
次
鶴
岡
市
総
合
計
画
は

三
十
一
年
度
か
ら
四
十
年
度
ま
で

の
十
年
間
の
計
画
で
す
。
三
十
一

年
三
月
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
基
本
構
想
…
市
政
の
基
本
的
な

理
念
。
目
指
す
都
市
像
と
将
来
の

基
本
目
標
を
定
め
ま
す
。

▼
基
本
計
画
…
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
の
基
本
的
方
向

と
体
系
を
定
め
ま
す
。

▼
実
施
計
画
…
基
本
構
想
と
基
本

計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的

思
いを

カタ
チに！

みんなの
総合計画づくり

【計画の構成】

市政の基本理念

施策の基本的方向

具体的な取り組み

基本構想

基本計画

実施計画 ３か年計画を１年ごと見直し

必要に応じ５年間をめどに見直し

平成31年度から40年度までの10年間
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総合計画

Qそもそも総合計画って何？

　本市の10年後を見据え、どんなまちにして
いきたいのか、その実現のためにどんなことを
していくのかをまとめた計画です。　

Aまちづくりの基本となる大切
な計画です

　本市の抱える課題に的確に対応するためには、
社会経済情勢の変化など、将来を見通した長期
にわたるまちづくりの指針が必要です。

Aまちづくりを総合的・計画的
に進めるためです

Qどうしてつくるの ?

　総合計画審議会が中心となって、総合計画（案）
を検討します。また、地域振興懇談会、鶴岡まち

づくり塾、パブリックコメントなど、様々な方と
の話し合いを通して意見を聞き計画づくりに生か
していきます。
　また、市民ワークショップ「つるおか未来カ
フェ」で「こんなまちになったらいいな」「鶴岡
のここが好き」など、10年後の鶴岡の姿を話し
合うことで、多くの人の思いも反映させていきま
す。　　　　　　　　　　　　⇒詳細は４ページ

A様々な意見を聞き議論しながら
つくります

Qどのようにつくるの ?

Ｑ Ａ＆

　10年後の鶴岡市をどのようなまちにしたいか。
総合計画はその方針を定めるとても大切なものです。
そのため、計画をつくる過程を広く市民の皆さんに
知っていただき、また多くの方から計画づくりに参
加していただくことが必要だと思っています。
　実際に、まちづくりへの思いを語り合う場として、
市民ワークショップ「つるおか未来カフェ」が開催
されています。「鶴岡の10年後」という視点で、様々
な世代・立場の方が参加していることは大きな意義

があるのではないでしょうか。
　皆さんが思い描く希望や理想を共有することは、
総合計画策定のためだけではなく、鶴岡をより良い
まちにしていくためにとても大事なことだと思いま
す。まちづくりに携わることができる、またとない
機会ですので、多くの方に参加していただき、自分
のこととして考えてもらえればうれしいですね。
　総合計画づくりに、皆さんの鶴岡への思いや夢が
反映されるよう、努めていきたいと思います。

まちづくりに携わることができるチャンスです

総合計画審議会会長
伊藤 眞知子 氏（東北公益文科大学教授・大学院公益学研究科長）

第２次鶴岡市総合計画に関する資
料等は市ホームページ「総合計画」
をご覧ください。
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　１月27日、２月17日に開催した、鶴岡の10年後について語り合
う市民ワークショップで出た参加者の声を紹介します。あなたは鶴
岡をどんなまちにしたいですか。

様々な声や視点を計画に取り入れます策定の仕組み

地域振興懇談会 鶴岡まちづくり塾
市民ワークショップ

 総合計画 

総合計画審議会、鶴岡市議会、地域振興懇談会
鶴岡まちづくり塾、市民ワークショップ、パブリックコメント

System

総合計画審議会
　計画の策定に向け答
申内容を審議します。
産業、社会基盤等の分
野別に専門委員会を設
置し、専門的な意見を
述べます。

　幅広い年代・立場の方の
意見や考え方を集約し、計
画に反映させます。

もっと伸ばしてＰＲ
自慢・良い所

■ 先人が大切にしてきた伝統
50代・女性

■ 多様な食文化　   10代・女性
■ 海・山・川などの豊かな自然

40代・男性
■  新しいことにチャレンジする
人を応援する気風

50代・男性
■ おいしく、質の高い農産物

10代・女性
■ 地元愛・鶴岡愛   20代・女性
■ 鶴岡の方言　　   10代・男性

もっと高みを目指す
夢・将来像

■  食文化を生かした世界一のま
ち　　　　　　   40代・男性

■  多世代が交流できるまち
20代・男性

■  「鶴岡っていいな」と思える
まち　　　　　   10代・女性

■  住みやすい地方都市№１
40代・男性

■  若者が挑戦・活躍できるまち
40代・男性

■  市民が誇りを持てるまち
40代・女性

参加者の感想

■  高校生の発想がとてもいい。
気付かされることが多い

40代・女性
■  古いものから新しいものまで、
鶴岡のすべてをPRして大事
にしていきたい   10代・女性

■  やる気満々の皆さんの参加に
嬉しい気持ちになった

70代・男性
■  様々な年代・地域の方とアイ
デアを共有することで、考え
もしなかった鶴岡の価値に気
付いた　　　　  10代・男性

■  鶴岡が好きな人、良くしたい
と思っている人が大勢いるこ
とに気付いた　   20代・男性

■  まちづくりへの課題は多いが、
伸びしろもまだまだある

20代・男性

つるおか未来カフェ

市民の声

パブリックコメント鶴岡市議会
　広く意見・情報・改善
案などを募ります。計画内容を審議します。

　もっとこうだったらいいのにな…
　　　課題・困りごと

■ 除雪問題　　　   30代・女性
■ 若者の地元定着   60代・男性
■ 情報発信　　　   30代・男性

■ 高齢者の交通の便の向上
　　　　　　　　   30代・男性
■ 子育て、介護と仕事の両立
　　　　　　　　   30代・女性
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■期　日◆ ４月～12月に２回程度開
催の予定

■対　象◆ 鶴岡のまちづくりに興味が
ある中学生以上の方

■問合せ　本所政策企画課☎内線541

明日の鶴岡を
語ってみませんか？

総合計画審議会の答申

総合計画策定
新しい総合計画に基づいた

市政がスタート！

　パブリックコメント等を踏
まえ総合計画（案）を作成

パブリックコメント
　審議会から答申された総合計画
（案）を市ホームページに掲載し
広く意見等を募集。

総合計画審議会

平成31年３月の策定を目指し取り組んでいきます策定までの流れ

このように検討していきます

〈〈〈〈〈

　様々な機会で市民の意見を集約し、総合計画審議
会で検討します。

　12月をめどに検討を重ね、その内容も踏まえな
がら審議会が答申する総合計画（案）をつくってい
きます。

　今年度もつるおか未来カフェを開催
予定です。ぜひあなたの鶴岡への思い
を聞かせてください。詳細は広報等で
お知らせします。

H30.12月

H31.4 月

意見の集約

これまでの経過を含めた、策定までのスケジュールを紹介します。

これまでの経過（～平成29年度）

総合計画審議会

Schedule

H29.８月

各分野別専門委員会（企画・市民文教・厚生・産業・社会基盤）H30.２月

総合計画審議会へ諮問

鶴岡市議会

　多様な視点　

鶴岡まちづくり塾
地域振興懇談会

つるおか未来カフェ

　新総合計画の策定に向け、市長が総合計画審議会
に計画案の審議・検討を託しました。

２月の総合計画審議会の様子

～

　総合計画の基本構想（案）
を市議会で審議し、議決を経
て総合計画を策定（予定）

H30.４月 現在
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

●免許返納からバスまたはタクシー券及び運転経歴証明書交付までの流れ運転免許自主返納者と高齢者の外出を支援します
高齢者等の外出支援

 「運転免許の全てを自主返納した方」と「70歳以上の方」が安心して外出できるよう、バス回数券または
タクシー乗車券１万円分の交付や、運転経歴証明書の発行手数料とバス定期券購入への補助を行います。

■４月１日から70歳以上の方と運転免許自主返納者のバス定期券購入へ補助します

運転免許証返納者
割引定期券 １か月券 2,500円（通常料金１万円）

■４月１日以降に運転免許を自主返納する方にバス回数券またはタクシー乗車券１万　
　円分を交付します。また、運転経歴証明書の発行手数料を市が負担します
●対象者　本市に住民登録があり、交付されている全ての運転免許を４月１日○日以降に自主返納する方
●免許の返納からバス回数券またはタクシー乗車券受け取りまでの流れ

●問合せ　本所防災安全課☎内線163

□70歳以上の方は、高齢者専用定期「ゴールドパス」を通常料金より安く購入できます
●対象者　本市に住民登録がある70歳以上の方

高齢者専用定期
「ゴールドパス」

１か月券 2,500円（通常料金１万円）

３か月券 7,500円（通常料金２万7,000円）

□運転免許を自主返納した方は、運転免許証返納者割引定期券を通常料金より安く購入できます
●対象者　本市に住民登録があり、運転免許を自主返納した方で運転経歴証明書をお持ちの方

□共通
●定期券が利用できる区間
　・庄内全域の庄内交通㈱バス路線（乗降自由）
　　※高速バス、庄内空港連絡バス、季節運行便の羽黒山頂～月山八合目間は利用できません。
　・羽黒・櫛引・朝日地域で運行する市営バス路線（乗降自由）
●定期券が購入できる場所
　エスモールバスターミナルまたは庄内交通㈱温海営業所（４月１日○日以降通常料金より安く購入できます）
●定期券を購入する際に必要なもの
　・高齢者専用定期「ゴールドパス」…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、住所・年齢を証明できる書類
　・運転免許証返納者割引定期券…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、運転経歴証明書
●定期券に関する問合せ
　本所地域振興課☎内線522または庄内交通㈱☎22‐2600へ

手続きの窓口

鶴岡警察署交通課
■受付日時

　午前８時30分～午後４時30分
　（土曜・日曜日、祝日を除く）

◆「申請による運転免許の取消通知書」
　を受け取ってください
◆「運転経歴証明書」が必要な方は同時
　に申請してください（証明書は後日
　交付）

①免許の返納 ②バス回数券またはタクシー乗車券の受け取り
手続きの窓口

本所防災安全課
■受付日時

　午前８時30分～午後５時15分
　（土曜・日曜日、祝日を除く）

◆「運転経歴証明書」または「申請による運転免
　許の取消通知書」と穴の開いた運転免許証、印
　鑑をお持ちください
◆庄内交通㈱バス回数券・市営バス回数券・山形
　県タクシー共通乗車券のうち、いずれか１種類
　をお選びください（交付は１回限り）
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本市への移住・定住を支援します

県外からの移住希望者向け「お試し住宅」利用者を募集します
移住・定住促進

■申本所地域振興課☎内線585

　県外から本市に移住を希望する方を対象に、民間賃貸物件を活用した「お試し住宅」を提供します。本市
に仮住まいしながら、腰を据えて仕事や住まいを探してみませんか。

■対象者と募集数
　▷対象者…以下の全てに該当する方
　・県外から本市に移住を希望する成人の方
　・移住の理由が転勤、本市在住者との結婚
　　または進学以外の方
　・国、県または他市区町村から住宅につい
　　ての補助金や公的扶助を受けていない方
　・本市の税を滞納していない方（Ｕターン
　　者の場合）
　・申込者・同居者が暴力団構成員でない方
　
　▷募集数…５件程度
※�基本的に先着順ですが、要件等の審査が
あります。（市の審査とは別に物件管理
会社の審査もあります。）

■募集開始
　４月９日○月から

　「お試し住宅」契約時・入居中に自己負担
　した家賃及び仲介手数料、家賃保証保険保
　証料の一部を、利用期間終了後の申請に基
　づき補助します（下表参照）

■支援内容

■利用期間
　定期借家契約締結日から６か月以内（ただ
　し契約終了は来年２月末までとする）
　※家主・不動産業者の同意の下、新たに賃
　　貸借契約または売買契約締結などで、利
　　用期間終了後も引き続き住むことも可能
　　（一部物件不可）。

■お試し住宅の物件種類
　賃貸借物件（一戸建て）
　※物件は「鶴岡市移住・定住促進サイト　前略
　　つるおかに住みマス。」に掲載しています。

鶴岡市移住・定住促進サイト
前略　つるおかに住みマス。
http://tsuruoka‐iju.jp/

　（表）家賃区分と家賃・仲介手数料・家賃保証保険保証料補助額

※敷金と火災保険への加入が別途必要です。

補助項目
家賃区分 家賃補助額 仲介手数料補助額 家賃保証保険保証料

補助額

～1万5,000円 0円 家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

1万5,001円
～ 4万6,000円

家賃から1万5,000円を
差し引いた額

家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

4万6,001円～ 3万1,000円 4万6,000円以内
の仲介手数料の相当額

4万6,000円以内の家賃
保証保険保証料の相当額

　移住者向けに提供できる空き家（期限付き賃貸
等）も募集しています。空き家の活用をお考えの
所有者の方は、ぜひご相談ください。

□お試し住宅用物件も募集中!!
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鶴岡市地域介護予防活動支援事業補助金

介護予防のために運動をする団体を支援します
介護予防

■申本所長寿介護課☎内線531または各地域庁舎市民福祉課へ

　住民が主体となって高齢者の生きがいづく
り等のために「通いの場」を設け、運動を主と
した介護予防活動をする場合に補助します。

■活動実施期間
　来年３月31日○日まで
■対象団体
　月２回以上、１回１時間程度の運動を含む介
　護予防活動を行う65歳以上の市民５人以上
　の団体
　★対象となる運動
　スポーツ（競技）ではなく、室内で行う四肢
　体幹を動かすストレッチや筋力向上運動で、
　技術の向上や勝敗・競争を目的としないもの

■補助対象経費
　講師謝金、会場使用料等（飲食費など、個人
　に係る経費を除く）
■補助金額
　▷参加者数10人以上…年間５万円
　▷参加者数５人～９人…年間２万5,000円
■募集期間
　４月２日○月～27日○金
■その他
　・申請書類やチラシは、
　　市HPからダウンロー
　　ドすることもできます
　・審査で補助の可否を決
　　定します

田川コミュニティセンターが移転しました
コミュニティセンター

　　　　　　　　　　　■問本所コミュニティ推進課☎内線121

室名 面積
使用料

午前 午後 夜間　 全日
大会議室 92.68㎡ 1,700円 1,900円 3,200円 5,700円

中会議室 35.38㎡ 700円 800円 1,500円 2,500円
小会議室 24.84㎡ 700円 800円 1,500円 2,500円
大研修室 136.43㎡ 1,700円 1,900円 3,200円 5,700円
研修室 30.77㎡ 700円 800円 1,500円 2,500円

調理実習室 61.86㎡ 800円 900円 1,700円 2,700円
大集会室 464.40㎡ 1,600円 1,600円 2,300円 4,600円

　４月１日○日に田川コミュニティ
センターが旧田川小の建物に移転
しました。企業や田川地区以外の
団体が使用する場合の使用料は右
の表のとおりです。
■表の時間区分
　午前…午前８時30分～正午
　午後…正午～午後５時
　夜間…午後５時～10時
　全日…午前8時30分～午後10時

　

三
月
、
四
月
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
だ
。

　

三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
立
荘
内
看

護
専
門
学
校
の
卒
業
式
。
若
い
世
代
の
決
意

に
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

　

卒
業
生
総
代
と
し
て
在
校
生
へ
の
答
辞
を

務
め
た
安
達
杏
里
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
し

た
後
、
違
う
分
野
で
あ
る
看
護
の
道
に
憧
れ
、

再
度
学
ぶ
こ
と
を
決
断
し
た
と
い
う
。
同
じ

よ
う
な
年
の
頃
、
私
に
同
じ
よ
う
な
決
断
が

で
き
た
と
は
思
え
な
い
。
若
い
の
に
大
し
た

も
の
だ
と
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

　

安
達
さ
ん
は
、
入
学
後
も
、
こ
の
道
で
本

当
に
良
か
っ
た
の
か
悩
む
日
も
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
達
だ
っ
た
。
未
熟
だ
と
自
覚
し
な
が
ら

懸
命
に
努
力
し
た
実
習
の
過
程
で
直
面
し
た

患
者
さ
ん
と
の
命
の
別
れ
。
そ
れ
で
も
そ
の

家
族
か
ら
か
け
ら
れ
た
感
謝
の
言
葉
。
生
と

死
が
隣
り
合
わ
せ
の
看
護
の
尊
さ
、
厳
し
さ

を
改
め
て
知
り
、
物
事
へ
の
向
き
合
い
方
が

変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

私
は
、
農
家
に
生
ま
れ
、
大
学
進
学
時
に

は
「
（
進
学
は
）
農
学
部
し
か
認
め
な
い
」

と
言
わ
れ
、
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
そ
の
制

約
が
逆
に
農
業
、
農
村
、
食
料
問
題
を
真
剣

に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
同
じ
よ
う

な
境
遇
の
友
人
と
は
土
地
に
縛
り
付
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
悩
み
を
打
ち
明 （３）
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櫛引公民館が「鶴岡市櫛引生涯学習センター」に変わりました
生涯学習

■問同センター☎57‐5670または櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111へ

　４月１日○日に鶴岡市櫛引公民館
の施設名称が「鶴岡市櫛引生涯学
習センター」に変わりました。
　櫛引地域生涯学習振興会が指定
管理者となり、市民の皆さんの生
涯学習活動を支援します。

■主な業務内容
　○施設の利用申請受け付け
　○生涯学習講座の開催
　○くしびき文化祭をはじめとする
　　芸術文化活動の機会提供
　○地域活性化につながる生涯学習
　　事業の企画・運営　等

鶴岡いきいきまちづくり事業募集

鶴岡いきいきまちづくり事業が変わります
■申本所地域振興課☎内線586または各地域庁舎総務企画課へ

まちづくり

■補助対象事業と支援の概要
　○事業…市内の団体（住民自治組織以外）が実施する、
　　　　　自然、歴史、文化などの地域特性を活用した公
　　　　　益的なまちづくり活動
　　　　　※これまで３回補助を受けている団体でも新規
　　　　　　事業に限り対象となります。
　○支援…補助対象経費の３分の２以内（上限20万円。
　　　　　ただし、規模拡大事業については、年１件のみ
　　　　　上限50万円）
　★新しく追加する対象事業
　○事業…市内在住の若者が自発的に行う地域についての
　　　　　学びやまちづくり活動
　○支援…補助対象経費の10分の10以内（上限10万円）
■募集期間及び応募方法
　必ず事前に相談の上、５月１日○火まで補助金交付要望書
　（これまでと様式が変わります）を本所地域振興課または
　各地域庁舎総務企画課へ
　※５月中旬の審査で補助の可否を決定します。

　鶴岡でいきいきと暮らし続けていくた
めに、何が必要か・何ができるかを学び、
考える研修会です。
　まちづくり活動をする団体やまちづく
り活動に興味のある方、「何かしてみた
いけれど、何から始めたらいいか分から
ない」という方など、ぜひご参加ください。
■日４月12日○木午後１時30分
■場総合保健福祉センター（にこ♥ふる）
■師川北秀人氏（IIHOE〈人と組織と地
　球のための国際研究所〉代表）
■申４月10日○火まで本所地域振興課へ
■他鶴岡いきいきまちづくり事業補助金の
　改正内容の説明あり

「鶴岡いきいきまちづくり研修会」の開催

け
合
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
三
月
か
ら
は
就
職

活
動
も
本
格
化
し
て
い
る
が
、
私
は
、
本
当

に
自
分
は
何
を
や
り
た
い
の
か
、
そ
れ
が
見

つ
か
れ
ば
人
生
の
就
職
活
動
は
終
わ
り
だ
と
、

後
輩
た
ち
と
話
す
た
び
に
伝
え
て
き
た
。

　

人
は
何
度
で
も
そ
の
生
き
方
を
変
え
ら
れ

る
。
だ
か
ら
、
自
分
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
何
か
、
そ
の
こ
と
に
向
き
合
っ
て
い
け

ば
道
は
拓ひ
ら

か
れ
る
。
若
い
皆
さ
ん
の
門
出
に

心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　

二
月
十
八
日
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
銘
打
た

れ
た
市
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
蜂
子

の
皇
子
物
語
に
も
心
打
た
れ
た
。
市
民
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
と
侮
る
な
か
れ
、
羽
黒
高
校
文

化
部
の
発
表
会
も
兼
ね
た
公
演
は
、
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
で
同
校

吹
奏
楽
部
が
生
演
奏
し
、
プ
ロ
も
融
合
し
た

迫
真
の
演
技
と
胸
に
迫
る
ス
ト
ー
リ
ー
、
歌

声
。
鳴
り
や
ま
な
い
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
に
、

責
任
を
果
た
し
た
、
あ
る
い
は
最
後
の
公
演

で
あ
る
こ
と
へ
の
涙
で
あ
ろ
う
か
、
演
じ
切

っ
た
キ
ャ
ス
ト
の
姿
が
感
動
を
大
き
く
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
に
す
る
に
は
実
に
惜
し
い
、
と

誰
も
が
感
じ
た
は
ず
だ
っ
た
。
羽
黒
山
に
な

ぜ
皇
子
の
墓
が
、
な
ぜ
異
形
の
お
姿
を
、
多

く
の
市
民
に
も
考
え
て
ほ
し
い
歴
史
ロ
マ
ン

の
大
作
が
い
つ
か
ま
た
上
演
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　

昭
和
五
十
八
年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以

来
の
豪
雪
と
な
っ
た
こ
の
冬
。
例
年
以
上
に

待
ち
遠
し
か
っ
た
春
が
や
っ
て
く
る
。
一
斉

に
草
木
が
芽
吹
く
よ
う
に
、
新
た
な
出
会
い
、

よ
り
多
く
の
感
動
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
年金からの差引き

　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎内線187または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　　国民健康保険税…………本所課税課☎内線205
　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

ー ４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります ー
　次に該当する方は、４月に平成30年度保険料（税）の仮徴収
が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険料
（税）額は、平成29年度の状況を基に計算した仮の保険料（税）
額です。確定保険料（税）額については７月に改めてお知らせ
します。また、６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方
については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金から差し引かれ 
　ている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差し
引かれた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差し引きます。

■４月に新たに仮徴収が始まる方

《介護保険料》

65歳以上の方

　昭和27年４月３日～10月２
日生まれで、新たに年金からの
差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

　世帯主が昭和27年４月３日
～10月２日生まれで、新たに
年金からの差引きの対象世帯と
なった方
→２月中旬に仮徴収額決定通知
書をお送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

　平成29年６月１日～10月２
日に後期高齢者医療制度に加入
し、新たに年金からの差引きの
対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

■年金からの差引きの対象となる方

■年金からの差引きが始まる時期

　国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合、ほかの支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。

条件 介護 国保 後期
①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である ①と②の両方

に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方

②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない
③国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
料を足した額が、差引きの対象となる年金額の半分よりも少ない
④世帯主が国民健康保険の被保険者である
⑤世帯内の国民健康保険被保険者全員が65歳以上75歳未満である

介護保険料・国民健康保険税（生年月日） 後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和27年４月３日～10月２日生まれ 平成29年６月１日～10月２日 ➡ 平成30年４月
昭和27年10月３日～12月２日生まれ 平成29年10月３日～12月２日 �　　�〃　６月
昭和27年12月３日～昭和28年２月２日生まれ 平成29年12月３日～平成30年２月２日 �　　�〃　８月
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健
康

平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定 

保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診　

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
に
な
る
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
へ
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　

受
診
の
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
で

す
。
別
途
質
問
票
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
が

送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
す
る
場
合
の

期
間
は
６
月
～
９
月
で
す
。
５
月
１
日
以
降

に
市
国
保
に
加
入
す
る
方
で
、
特
定
健
診
を

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
特
定
保
健
指
導　

市
国
保
加
入
者
で
、
特

定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
の
必

要
が
あ
る
方
に
対
し
、
健
診
実
施
機
関
ま
た

は
本
市
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
専
門
的

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
共
通　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
６
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
助
成
し
ま
す
　

■対
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
く
、

４
月
２
日
○月
～
来
年
４
月
1
日
○月
に
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
方
（
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
〈
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
〉
も
対
象
）　

■
助
成
額　

４
、
０
０
０

円　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
対
象
者
に
は
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

生
活
保
護
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
減
免

制
度
あ
り
（
要
事
前
申

請
）平

日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に 

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
７
月
１
日
○日
、
②
９
月
２
日
○日
午
前
７

時
30
分
～
９
時　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
40
歳

以
上
の
方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い
方
各

日
先
着
30
人　

■内
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺

が
ん
検
診
（
原
則
全
て
受
診
）　

■費
１
、
７

０
０
円　

■申
①
５
月
21
日
○月
ま
で
、
②
７
月

23
日
○月
ま
で
、
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保

護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度

あ
り
（
要
事
前
申
請
）

将
来
の
胃
が
ん
予
防
の
た
め
に 

中
学
生
胃
が
ん
予
防
事
業

　

胃
が
ん
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
が
体
に
入
り
込
ん
で
間
も

な
い
中
学
生
の
時
期
に
、
学
校
健
診
尿
を
活

用
し
た
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
早
期

ごみの出し方・資源回収にご協力ください
■問廃棄物対策課☎内線677または各地域庁舎市民福祉課へ

生活・環境

５月３日○木 ・４日○金 …収集しません

■連休期間中のごみ収集

　市では、資源回収を実施する子供会、町内会な
どの団体に対し、回収量に応じて報奨金を交付し、
支援しています。
　回収品目の「古紙類」には、新聞、雑誌、ダン
ボールなどのほか、「雑がみ」として、ティッシュ
ペーパー・お菓子などの箱、トイレットペーパー・
ラップの芯などが含まれます。ごみの減量と貴重
な資源のリサイクルにご協力をお願いします。

○資源回収運動に参加しましょう

　ごみステーションは各町内会で費用を負担し、
設置・管理しています。ごみは自分の町内会の決
められたごみステーションに、指定された時間ま
でに出してください。ほかの町内には出せません。

○ごみは決められたごみステーションに
　蛍光管と乾電池は、月１回の指定日に収集し
ます。それぞれ次のことに注意してごみステー
ションに出しましょう。
蛍光管…微量の水銀が含まれているため、蛍光
　　　　管を購入した際のケースなどに入れて、
　　　　割れないようにしてください
　　　　（ケースがない場合や割れてしまった
　　　　場合は、新聞紙等に包んでください）
乾電池…必ず透明で中身が見える袋に入れてく
　　　　ださい

○蛍光管・乾電池の出し方に注意！
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
鶴
岡
地
域

で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付

け
ま
す
（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

障
害
者
手
帳
の
交
付

　

障
害
の
内
容
、
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳　

■対
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳　

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
既
に

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
方
は
「
居

住
地
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。
手
帳
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
上
、
届
出
し
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
児
童
委
員
が　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
10
民
生
区（
栄
地
区
）…
小
南
惠
子（
本

田
・
小
京
田
・
野
中
・
馬
場
添
）　

▽
藤
島

地
区
（
藤
島
地
域
）
…
成
澤
一
男
（
古
郡
・

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
３
０
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
月
８
枚
、

年
間
96
枚
を
限
度
に
交
付　

■持
印
鑑　

■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
５
３
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

認
知
症
高
齢
者
等 

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
～
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方　

■時
１
か
月
当
た
り
80
時
間

ま
で　

■費
１
時
間
２
０
０
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ

て
割
増
し
に
な
り
ま
す
）　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
事
前
に
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対
70
歳
以
上
の
方　

■内
市
と
協
定
し
て
い
る
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か
ら
受

け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
の
助

成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、
10
月
以
降
の
申
請

に
つ
い
て
は
年
３
枚
）　

■持
年
齢
を
証
明
で

き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、
印
鑑

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
２
ま
た
は

（
お
薬
手
帳
、
診
療
明
細
書
等
）、
医
療
用
ウ

ィ
ッ
グ
購
入
時
の
領
収
書
、
医
療
保
険
証
ま

た
は
運
転
免
許
証
の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先

通
帳
の
写
し　

■申
申
請
書
を
健
康
課
☎
内
線

３
７
６
へ　

■他
代
理

申
請
の
場
合
は
委
任

状
及
び
代
理
人
の
本

人
確
認
が
必
要
。
市

HP

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器　

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
（
要
介
護
２
以

上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器　

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
、
要
支
援
２

以
上
）

▼
共
通　

■持
印
鑑　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
２

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
の
、
65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

税
の
方
ま
た
は
40
歳
～
64
歳
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方　

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
学

校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
中
学
２
年
生　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
８

健
康
手
帳
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

　

健
康
診
断
結
果
等
の
記
録
用
に
、
こ
れ
ま

で
冊
子
で
配
布
し
て
い
た
健
康
手
帳
は
、
な

く
な
り
次
第
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
厚
生
労
働
省
HP
「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
！
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
９　

■他
市
HP

福
祉

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を
受
け

て
い
る　

②
が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ

っ
て
、
就
労
や
社
会
参
加
等
に
支
障
が
あ
る
、

ま
た
は
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
装
着
が
必
要
で
あ
る

③
他
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
を
受
け
て
い

な
い　

④
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
も
の
で
過
去
に
本
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い　

■
助
成
額　

購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
。
助
成
回
数
は
１
人
に
つ

き
ウ
ィ
ッ
グ
１
個
、
１
回
限
り
）　

■持
が
ん

の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
類

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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生
活

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る

方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
～
10

人
槽
）
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
の
対
象
区
域
に
つ
い

て
は
、
市
が
設
置
し
ま
す

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
に
お
い
て
、
単
独
浄
化
槽
・
汲く

み

取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
（
新
築
・

建
替
え
は
対
象
外
）
す
る
方
に
、
山
形
県
浄

化
槽
整
備
促
進
事
業
に
基
づ
く
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助　

対

象
区
域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
た
め
に
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲
み

取
り
便
所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄
化

槽
の
廃
止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う
方

に
補
助
金
の
交
付
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及

び
利
子
補
給
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

▼
共
通　

■
対
象
区
域　

公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域　

■申
上
下
水
道
部
下
水
道
課

☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
い
ず
れ
も
予
算
の
上

限
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

下
水
道
用
自
己
メ
ー
タ
ー
の

管
理
に
つ
い
て

　

メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
っ
て
有
効
期
限

（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己

メ
ー
タ
ー
を
設
置
の
方
は
、
期
限
が
切
れ
る

前
に
、
交
換
や
撤
去
な
ど
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
既
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
場

合
は
、
不
具
合
で
正
確
な
検
針
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
ご
対
応
く

だ
さ
い
（
交
換
な
ど
に
係
る
費
用
は
自
己
負

担
）。
ま
た
、
違
法
な
接
続
は
処
罰
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
下
水
道
使
用
者
の
方
へ

　

井
戸
水
や
湧
水
を
お
使
い
の
場
合
は
原
則

と
し
て
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
設
置
が
難
し
い
場
合
は
次
の
よ
う
に

認
定
し
ま
す
。

▽
井
戸
水
や
湧
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
の
場
合
…
１
人
当
た
り
１
か
月
６
㎥
と
し
、

世
帯
人
数
を
乗
じ
て
使
用
水
量
を
認
定　

▽
上
水
道
と
井
戸
水
等
を
併
用
し
て
い
る
家

庭
の
場
合
…
上
水
道
の
使
用
水
量
に
、
１
人

当
た
り
１
か
月
３
㎥
を
世
帯
人
数
分
加
え
て

認
定

　

世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す
の
で
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐

５
８
６
０

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
～
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

▼
共
通　

■日
４
月
２
日
○月
～
５
月
31
日
○木　
　

■場
本
所
課
税
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課　

■費
無
料
（
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付

は
有
料
）　

■持
免
許
証
等
本
人
確
認
書
類（
代

理
人
は
委
任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
は
契
約

書
等
が
必
要
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２

０
７国

民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た　

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
、
３
４
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
19
万
６
、
０
８
０
円
）

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て　

保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
５
月
１
日
○火
ま
で
に
納
付

す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。
納
付
書
で
納
付
す

る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
２
、
６
０
０
円

（
３
、
４
８
０
円
割
引
）、
口
座
振
替
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
１
、
９
７
０
円

（
４
、
１
１
０
円
割
引
）
で
す
（
６
か
月
分

の
前
納
も
で
き
ま
す
）

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す　

そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
６
、
２
９
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
、
死

亡
し
た
場
合
等
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失
し

た
月
以
降
の
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

大
川
渡
・
谷
地
興
屋
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
９

税
・
年
金

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
署
へ
、
市
・

県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
へ

速
や
か
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０

１　

市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

■対

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
し
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に

つ
い
て
確
認
で
き
ま
す　

■対
納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管

理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の
代
理

人
等
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４
月
27
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８

９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他

市
HPＪ

Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
資
格
研
修

会
（
全
２
回
）

　

農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
指
導

員
資
格
を
取
得
で
き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■日
６
月
４
日
○月
・
５
日
○火
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分
（
両
日
参
加
必
須
）　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■定
先
着
36
人　

■費
４
万
８
、
６
０
０
円　

■申
５
月
７
日
○月
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

８
９
へ　

■他
資
格
取
得
を
条
件
に
参
加
費
助

成
あ
り
。
市
HP

つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル

配
信
の
ご
案
内

　

農
業
者
向
け
の
補
助
金
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
各
種
案
内
を

メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

■
配
信
日　

不
定
期　

■
配
信
者　

本
所
農

政
課　

■
登
録
方
法　

件
名
に
「
メ
ー
ル
配

信
希
望
」、
本
文
に
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

を
明
記
し
同
課
に
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は　

25

‐
８
７
６
３
を
送
信　

■問
本
所
農
政
課
☎
内

線
５
８
９　

■他
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
市
HP

農
作
業
中
の
事
故
に　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
農
作
業
中
の
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
留
意
し
、
安
全
な
作
業
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、

等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
意
欲
あ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
、「
食
文
化
創
造
都
市
・
鶴

岡　

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相
談
窓

口
」
を
本
所
農
政
課
・
商
工
課
、
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
内
つ
る
お
か
農
商
工
観
連
携

総
合
推
進
協
議
会
☎
内
線
５
７
０
、
本
所
商

工
課
☎
５
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ　

■他
６
次
産
業
化
関
連
施
策
等
の
情

報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
HP

農
産
物
等
の
加
工
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
３
戸
以

上
の
農
林
漁
業
者
を
含
む
団
体
が
行
う
、
農

林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
な
ど
６
次
産
業
化

に
新
た
に
挑
戦
す
る
事
業
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
事
業　

■
補
助
金
額

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
は
個
人
20

万
円
、
団
体
30
万
円
）　

■申
４
月
27
日
○金
ま

で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
市
HP

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
半
数
以
上
を
市
内
在
住
の
生
産
者
で
構
成

す
る
団
体
、
農
協
、
直
売
組
織
、
農
業
生
産

法
人
な
ど
が
行
う
、
首
都
圏
等
の
県
外
で
開

催
さ
れ
る
物
産
展
・
商
談
会
へ
の
出
展
、
販

路
拡
大
を
目
指
す
販
売
促
進
活
動　

■
補
助

金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
は
国
内
10
万
円
、
海
外
25
万
円
）　

■申

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
６
８
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
～

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
～

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
～
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
～
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

そ
の
他

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業
者

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
ハ
ガ
キ
・
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
都

合
に
合
わ
せ
て
ど
の
日
時
・
会
場
で
も
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　

注

射
会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
た
方
は
、
前
登
録
地
で
の
鑑
札
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
な
く
し
た
方
は
別
途
１
、
６

０
０
円
が
必
要
）

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録
は
動
物
病

院
で
も
行
え
ま
す　

案
内
ハ
ガ
キ
が
必
要

（
料
金
は
各
動
物
病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
犬
を
リ
ー

ド
等
で
つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、
安

全
・
安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
の
組
織
で
、
住
民
同
士
の
親
睦
・
交

流
活
動
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
清

掃
、
防
犯
灯
の
新
設
や
電
気
料
の
負
担
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
及
び
広
報
の
配

付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

FAX
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癒
や
し
・
希
望
・
穏
や
か
を
表
す
「
青
」
を

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
し
て
、
世
界
各
地
で
イ

ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
２
日
～
８
日
を
自
閉
症
を

は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
を
知
る
た
め
の
発

達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
互
い
に
個

性
を
尊
重
し
、
支
え
合
え
る
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

５
月
４
日
○金
の
祝

日「
み
ど
り
の
日
」は
、

国
民
が
自
然
に
親
し

む
と
と
も
に
、
そ
の

恩
恵
に
感
謝
し
豊
か

な
心
を
育
む
日
で
す
。
４
月
15
日
○日
～
５
月

14
日
○月
は
「
み
ど
り
の
月
間
」
と
し
て
、
全

国
で
「
緑
の
募
金
」
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
森
づ
く
り
や
街
の
緑
づ
く
り
、

学
校
の
緑
化
活
動
等
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緑
化
事
業
を
行
う
団
体
へ
の

交
付
金
制
度
に
よ
る
助
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

例
年
春
先
に
野
焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
と
は
、
廃
棄
物
等
を

屋
外
で
燃
や
す
行
為
で
、
大
量
の
煙
や
臭
い

が
発
生
し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を
来

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
違
法
に
焼
却
す
る
と
懲
役
ま
た
は

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ

ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
、
基
準
に
合
わ
な
い
焼

却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
野
焼
き
に
関
す
る
相
談
…
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
１
８　

火
災
の
場
合
…
☎
１
１
９

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も

な
い
幼
鳥
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件　

▽
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
し
所
在

区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内
で
あ
る
こ
と

▽
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連
用
品
を
取
り
扱

っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ
と
（
紙
お
む
つ

と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い
は
必
須
）　

▽

市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ
る
こ
と　

■
業
務
開
始　

９
月

配
達
分
か
ら　

■申
５

月
11
日
○金
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線

５
３
２
へ　

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」 

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
９
日
○月
～
22
日
○日
の
２
週
間
、「
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
」
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
春
先
、
た
き
火
、
た

ば
こ
な
ど
が
原
因
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意

識
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
期
間
中

に
、
荘
内
銀
行
本
店
で
、
銀
行
職
員
・
消
防

隊
員
・
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
る
火
災
総
合

訓
練
を
行
い
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP春

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

４
月
６
日
○金
～
15
日
○日
の
10
日
間
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
等
を

重
点
と
し
て
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
は
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
行
動
が

活
発
に
な
り
、
自
動
車
の
交
通
量
も
増
加
し

ま
す
。「
よ
く
見
て 

確
認 

ゆ
と
り
行
動
」

を
心
掛
け
、
特
に
子
供
や
高
齢
者
に
対
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
で
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー　
　

４
月
２
日
～
８
日
は
発
達
障
害
啓
発
週
間

　

毎
年
４
月
２
日
は
自
閉
症
啓
発
の
た
め
、

労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

５
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る　

▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

　

ま
た
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
策
と
し
て
、
山
に
入
る
際
は
長

袖
を
着
用
す
る
な
ど
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
内
線
１
９
９

「
小
さ
な
火 

大
き
な
森
を 

破
壊
す
る
」　　
　

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
た

ば
こ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
森
林
の

焼
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林
近
く

の
原
野
や
畦け
い
は
ん畔
へ
の
火
入
れ
は
許
可
が
必
要

で
す
。
実
施
予
定
日
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 金峯山雪灯篭祭

＜金峯神社＞

山開きに合わせて毎年開催されているお祭り。
参道から中の宮にかけて設置された雪灯籠に参
加者がろうそくをともすと、辺りはほのかな明

２.27
かりで幻想的な雰囲気に包まれました。また、
大黒様の雪像のライトアップやしし舞の奉納な
どもあり多くの観客でにぎわいました。

「サムライゆかりのシルク」が日本遺産に認定
されたことを記念して、その魅力をＰＲするた
めに行われた展示。薩摩藩の西郷隆盛と庄内藩

３. 1
  ～23

の菅実秀の交流から始まった、松ケ岡の開墾や
シルク産業発展の歴史などが、貴重な資料やパ
ネル・映像で分かりやすく紹介されました。

羽黒 南洲翁・臥牛翁 遺徳顕彰展示「西郷どんと菅はん」－今も鹿児島と庄内をつなぐ兄弟愛－

＜松ヶ岡開墾場2番蚕室＞
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羽黒 精進料理の里で伝統料理ごま豆腐作りに挑戦

生涯学習推進員と自治振興会職員が合同
で研修会を開催。出羽三山の伝統あるご
ま豆腐作りを学び交流を深めました。

２.10

＜手向地区地域活動センター＞

温海 小国八幡宮弓射神事

450年続く神事。厄よけ祈願の矢が放た
れ、采振（さいふり）役が「当たーりー」
と叫ぶと、大きな歓声が上がりました。

２.25

＜小国ふる里ふれあい村＞

藤島 ふじしま冬のあったか夜まつり

寒い冬に温かさを届けたいと鶴岡まちづ
くり塾藤島グループが企画。来場者は
熱々のあんこう鍋などを味わいました。

２.17

＜藤島歴史公園「Hisu花」＞

鶴岡 鶴岡雛物語 お雛菓子作り

縁起物や果物などをかたどった色鮮やか
な鶴岡の伝統菓子。菓子職人に教わりな
がら丁寧に細工を加えていました。

２.25

＜荘内神社＞

鶴岡 鶴岡太鼓フェスティバル

「東日本大震災復興支援公演」と銘打ち、
宮城県の和太鼓団体も招待し開催。勇壮
で力強い音色が会場に響き渡りました。

３.11

＜荘銀タクト鶴岡＞

大きなかまくらに登ってそり遊びを楽し
んだ後は中に入って一休み。温かい甘酒
を飲みながら疲れた体を癒やしました。

３.４

＜旧大網小＞

朝日 朝日東部地区かまくらまつり
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午
後
５
時　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円
（
入

場
の
み
は
１
０
０
円
）　

中
学
生
以
下
…
６

０
０
円　

■問
同
つ
り
堀
☎
73
‐
２
６
６
６

■他
さ
お
・
餌
の
持
込
み
禁
止

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

■日
４
月
28
日
○土
・
29
日
○日
、
５
月
６
日
○日
・

12
日
○土　

■時
・
■内
午
前
10
時
、
午
後
２
時
…

『
エ
コ
と
ロ
ジ
ー
の
わ
く
わ
く
太
陽
系
め
ぐ

り
』、午
前
11
時
30
分
…『
ド
ラ
え
も
ん
宇
宙

ふ
し
ぎ
大
探
検
』　

■定
先
着
各
78
人　

■費
３

歳
以
上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

開
園
時
は
の
ぼ
り
旗
を
立
て
ま
す 

下
田
沢
か
た
く
り
園 

開
園

■日
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬　

■問
朝
日
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
内
線
３
５
６　

■他
市
HP

月
に
１
度
の
限
定
開
催 

朝
市
広
場
de
ひ
る
い
ち
２
０
１
８

■日
４
月
～
11
月
の
毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
11

時
～
午
後
４
時　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■内
朝
市
の
出
店
、
カ
フ
ェ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

つ
か
み
ど
り
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
等　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

20
年
に
１
度
の
特
別
な
お
祭
り 

春
日
神
社　

式
年
祭

■日
５
月
３
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

同
神
社　

■内
黒
川
能
（
式
三
番
、下
座
能
「
岩

船
」、
下
座
狂
言
「
蟹
山
伏
」、
上
座
能
「
春

日
龍
神
」）、
氏
子
行
列
巡
行
、
獅
子
舞
・
弓

出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
品
展

■日
４
月
19
日
○木
～
６
月
25
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
62
‐
４
７
２
７

松
ヶ
岡
桜
ま
つ
り
２
０
１
８

■日
４
月
20
日
○金
～
22
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■内
ク
ラ
フ
ト
３

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
、
手
仕
事
展
、
シ
ル
ク
de
ク
ラ
フ

ト
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
in
松
ヶ
岡
桜

ま
つ
り
、
軽
食
販
売
等　

■問
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
64
‐
１
３
３
１

ま
ち
か
ど
琵
琶
演
奏
会

■日
４
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
江
鶴
亭　

■定
先
着
50
人

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん 

旬
菜
・
山
菜
・
も
う
そ
う
ま
つ
り

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
22
日
○日　

山
菜
ま
つ

り
…
28
日
○土
～
30
日
○月
、
５
月
３
日
○木
～
６

日
○日　

も
う
そ
う
ま
つ
り
…
13
日
○日　

■時
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎

44
‐
３
２
１
１

由
良
海
洋
つ
り
掘
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
28
日
○土
～
10
月
21
日
○日
午
前
９
時
～

持
ち
の
方
は
無
料

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔 

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬
の
日
没
～
午
後
11

時　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園 

鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
中
旬
～
下
旬　

■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
内
線
５
６
６（
露
店
の
出
店
期
間
は
本
所

都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
５
）

▼
お
花
見
茶
会　

■日
４
月
14
日
○土
・
15
日
○日

正
午
～
午
後
３
時　

■場
荘
内
神
社　

■費
４
０

０
円　

■
前
売
り
券
取
扱
い　

鶴
岡
商
工
会

議
所
、
鶴
岡
市
観
光
案
内
所
、
本
所
観
光
物

産
課
、
同
神
社
、
致
道
博
物
館　

■問
同
会
議

所
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
甲
冑
試
着
・
和
菓

子
作
り
体
験
あ
り
（
有
料
）

▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■
応
募
期
間　

桜
開
花
日
～
５
月
10
日
○木　

■
撮
影
対
象　

鶴
岡
公
園
周
辺
の
桜　

■
各

賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
優
秀
賞
等　

■問
同
会
議

所
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房 

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
21
日
～
11
月
25
日
の
毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分（
平

日
は
要
予
約
）　

■内
し
な
布
の
し
お
り
・
ハ

ー
ブ
せ
っ
け
ん
作
り
、
小
物
の
展
示
・
販
売
、

か
ぶ
漬
け
体
験
（
季
節
限
定
）
等　

■費
３
０

０
円
か
ら　

■問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
内
あ

つ
み
湯
け
む
り
女
子
会
☎
43
‐
２
４
１
１

催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ 

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○日
～
11
月
30
日
○金
午
前
５
時
30

分
～
８
時
30
分　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

～
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
～

■日
４
月
15
日
○日
午
後
６
時　

■
出
演  

ト
レ

ス（
早
坂
紗
知
氏
、永
田
利
樹
氏
、Ｒ
Ｉ
Ｏ
氏
）　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎

33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

か
っ
ち
ゅ
う
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山
五
十
川
歌
舞
伎
…
箱
根
霊
験
躄
仇
討　

箱

根
山
中
施
行
の
場　

■問
山
五
十
川
公
民
館
☎

45
‐
２
９
４
９

鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
５
月
５
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
鼠
ヶ
関
港　

■内
鮮
魚
販
売
（
午
前
10
時
）、

鼠
ヶ
関
辨
天
太
鼓
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
■定
先
着
３
０
０
人　

■費
５
０
０
円
）、
魚
の

つ
か
み
取
り
（
小
学
生
限
定
）、
エ
ビ
汁
や

イ
カ
の
一
夜
干
し
等
の
出
店
等　

■問
山
形
県

漁
協
念
珠
関
総
括
支
所
☎
44
‐
２
１
０
０

も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る 

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
13
日
○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
集
合
）　

■定

50
人　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円

舞
奉
納　

■費
５
、
０
０
０
円　

■問
王
祇
会
館

☎
57
‐
５
３
１
０　

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」 

か
た
く
り
園
・
水
芭
蕉
園

▼
か
た
く
り
・
水
芭
蕉
ま
つ
り　

■日
５
月
３

日
○木
～
６
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場

同
茶
屋　

■内
旬
の
山
菜
等
地
元
農
産
物
販
売

▼
か
た
く
り
園　

■日
５
月
上
旬　

■費
大
人
２

０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
水
芭
蕉
園　

■日
５
月
上
旬
～
中
旬　

■費
大

人
２
０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
共
通　

■申
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

春
の
例
大
祭
奉
納
上
演 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○木
午
後
２
時
～
５
時　

■場
山
五

十
川
古
典
芸
能
伝
承
館　

■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
猩
々
」　

18
日
○金
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■費
３

０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１

４
３ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
） 　

■日
４
月
９
日
○月
、
５
月
14
日
○月
午
後

７
時
、
５
月
12
日
○土
午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

４
・
５
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
２
時
・
７
時　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

４
月
12
日
○木
、
５
月
10
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
体
育
館
（
☎
57
‐
４
３
１
１
）　

■日

４
月
20
日
○金
午
後
７
時
、
５
月
８
日
○火
２
時

30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
４
月
12
日
○木
、
５
月
10
日
○木
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
や
相
談
、
認
知

症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
介
護
者
交
流　

■費

１
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
レ
デ
ィ
ー
ス　

■日
４
月
10
日
～
10
月
30
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■対
経
験
者
先
着

20
人　

■費
１
万
円

▼
ナ
イ
タ
ー　

■日
４
月
11
日
～
10
月
31
日
の

小
学
生
以
下
…
無
料　

■申
５
月
７
日
○月
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

「
Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡
」森
づ
く
り
活
動

■日
５
月
19
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

旧
い
こ
い
の
村
庄
内
周
辺　

■内
松
く
い
虫
被

害
木
集
め　

■持
軍
手
、
帽
子
等　

■申
４
月
27

日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５

１
７
へ　

■他
雨
天
決
行

ロ
シ
ア
４
大
バ
レ
エ
劇
場
の
競
演　

華
麗
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

■日
８
月
21
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■内『
レ
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
』、

『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
第
３
幕
、『
白
鳥
の
湖
』

第
２
幕
、『
眠
り
の
森
の
美
女
』
第
３
幕
等

■
出
演
者　

ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
ミ
ハ
イ
ロ

フ
ス
キ
ー
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
、
マ
リ
イ
ン
ス
キ

ー
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
劇
場
の
ソ
リ
ス
ト
、
コ

ー
ル
・
ド
・
バ
レ
エ　

■費
６
、
５
０
０
円
（
全

席
指
定
。
３
枚
以
上
の
同
時
購
入
で
１
枚
３

０
０
円
割
引
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

４
月

３
日
○火
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ｂ
Ｃ
、
イ
ー
プ
ラ

ス
、
光
藍
社
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
へ　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

０
‐
３
７
７
６
‐
６
１
８
４

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
４
月
４
日
○水
・
20
日
○金
、
５
月
２
日
○水
・

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新潟駅での乗り換えが便利に
■問本所地域振興課☎内線586

　４月15日○日に新潟駅同一ホーム乗り換えが始ま
ります。これからは、羽越本線特急「いなほ」と上
越新幹線「とき」の乗り換えのときに、同じホーム
にある改札を通って行き来することができます。
●同一乗り換えができる本数
　上り【新潟駅行】…いなほ10・12号を除く５本
　下り【新潟駅発】…いなほ 7 号を除く６本

これからは同一ホームで楽々乗り換え！

これまでは２階層分の上り下りが必要でした。

〈乗り換えイメージ図〉

改札

改札

〝 〝
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▼
共
通　

■対
通
年
利
用
す
る
10
人
以
上
の
団

体　

■
使
用
可
能
な
種
目　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
等　

■申
４
月

10
日
○火
ま
で

50
万
歩
１
０
０
万
歩
踏
破
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日
５
月
～
12
月　

■内
50
万
歩
ま
た
は
１
０
０

万
歩
を
目
標
に
毎
日
の
歩
数
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
日
誌
に
記
録
し
踏
破
し
た
方
に
記
念
品
を

贈
呈　

■
日
誌
配
布　

小
真
木
原
総
合
体
育

館
、
本
所
国
保
年
金
課
・
長
寿
介
護
課
、
健

康
課
、
鶴
岡
地
域
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
藤
島
体
育
館
、
羽
黒
体
育
館
、
櫛
引
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
日
誌
の
届
出
は

来
年
１
月
７
日
○月
～
11
日
○金
に
各
体
育
施
設

へ
鶴
岡
持
久
走
ク
ラ
ブ 

会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

■対
小
・
中
学
生
（
中
学
生
は
要
問
合
せ
）　

■費
月
額
７
０
０
円
（
別
途
保
険
料
１
、
４
５

０
円
）

青
少
年
の
心
身
の
修
練
と
基
礎
運
動
能
力
の
向
上
等
に 

「
躰
道
教
室
」体
験
入
門（
１
ヶ
月
間
無
料
）

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
幼
児
～
青
少
年　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ

で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
50
人　

①
肥

満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た
い
方　

②
Ｂ
Ｍ

Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
23
～
30
の
方
ま
た
は
腹

囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以
上
の
女

性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

を
除
く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）　

③
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方　

④
こ
れ
ま
で

に
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
健
康
度
・
形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健
康

学
習
（
食
生
活
や
運
動
、
体
の
仕
組
み
等
）、

生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
２

２
０
円　

■申
５
月
10
日
○木
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０
へ　

■他
９
月
に

開
始
す
る
午
前
コ
ー
ス
は
市
HP

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を 

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）　

■日
５
月
～
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
～
９
時　

■費
全
面
…
３
、
７
９
０
円　

半
面
…
１
、
８
９
０
円　

■申
同
校
☎
33
‐
３

０
３
１　

▼
共
用
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
、
卓
球
場
）

■日
５
月
～
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
～
９
時　

■場
旧
鶴
岡
家
政
高
校　

■費
ア

リ
ー
ナ
…
全
面
５
、
７
０
０
円
、
半
面
１
、

８
９
０
円　

卓
球
場
…
９
４
０
円　

■申
鶴
岡

工
業
高
校
☎
22
‐
５
５
０
５　

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド　

■日
５
月
～
11
月
の
月

曜
～
金
曜
日
午
後
３
時
ま
で
（
要
相
談
）

■場
新
形
町
・
錦
町
地
内　

■費
１
、
８
９
０
円　

■申
鶴
岡
北
高
校
☎
25
‐
４
７
５
２　

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

「
ほ
っ
と
広
場
」

■日
４
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
心
理
セ

ラ
ピ
ス
ト
（
瀬
尾
美
穂
氏
）
の
話
、
茶
話
会　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

■日
５
月
13
日
○日
午
前
９
時　

■場
Ｊ
Ｔ
の
森

鶴
岡
（
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
周
辺
）　

■費
１
、

５
０
０
円　

■申
４
月
20
日
○金
ま
で

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
28
日
○月
か
ら　

■内
４
チ
ー
ム
ず
つ
で

の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

■費

１
万
３
、
０
０
０
円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会

費
含
む
）　

■申
４
月
26
日
○木
・
27
日
○金
午
後

５
時
～
７
時
に
小
真
木
原
野
球
場
へ　

■他
申

込
み
用
紙
は
同
球
場
に
設
置

１
に
運
動 

２
に
食
事 

し
っ
か
り
禁
煙 

毎
年
健
診 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

夜
コ
ー
ス（
全
８
回
）

■日
５
月
31
日
○木
、
６
月
７
日
○木
・
19
日
○火
～

22
日
○金
（
20
日
○水
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１

日
・
28
日
○木
、
７
月
12
日
○木
・
26
日
○木
、
８

月
９
日
○木
・
23
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和
24

年
４
月
２
日
～
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■定
先
着
50
人　

■費
１
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■申

受
講
料
を
添
え
て
練
習
日
に
会
場
へ　

■問
グ

ッ
ド
フ
ァ
ー
マ
ー
技
研
☎
29
‐
２
３
１
１

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク　

■日

４
月
14
日
○土
午
後
５
時
30
分（
桜
ハ
ウ
ス
あ

か
が
わ
集
合
。送
迎
バ
ス
は
５
時
15
分
に
小

真
木
原
公
園
発
）　

■場
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ

→
赤
川
左
岸
土
手（
お
花
見
散
策
）→
羽
黒

橋
→
右
岸
土
手
→
三
川
橋
→
起
点
（
５
㎞
）　

■持
懐
中
電
灯　

■申
４
月
４
日
○水
～
10
日
○火

▼
西
目
大
佛　

荒
倉
を
訪
ね
て　

■日
４
月
29

日
○日
午
前
９
時
（
金
山
公
民
館
集
合
。
送
迎

バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場

東
源
寺
→
荒
倉
山
→
荒
倉
神
社
→
同
館
（
７

㎞
）　

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸　

■申
４
月

13
日
○金
～
20
日
○金

▼
ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク　

■日
５
月
12

日
○土
午
前
10
時
（
藤
島
庁
舎
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
９
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
藤

島
庁
舎
→
藤
島
体
育
館
→
藤
島
駅
→
藤
島
倉

庫
→
六
所
神
社
→
藤
島
城
址し

→
東
田
川
文
化

記
念
館
→
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

（
７
㎞
）　

■持
軽
食
、
コ
ッ
プ　

■申
４
月
23
日

○月
～
５
月
２
日
○水　

■他
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
振
る

舞
い
あ
り

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０
０
円　
　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ



21 広報つるおか　2018 . 4

ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

会
員
募
集

■内
教
室
（
５
歳
若
返
り
体
筋
ト
レ
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ピ

ン
ポ
ン
等
）　

■費
年
会
費
１
、０
０
０
円
（
別

途
参
加
料
）　

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２　

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
る
武
道
で
す 

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
会 

会
員
募
集

■他
練
習
日
時
・
会
場
等
は
要
問
合
せ

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
４
月
12
日

○木　

②
５
月
17
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
未
就
園
児（
①
平
成

29
年
10
月
～
12
月
生
ま
れ　

②
29
年
11
月
～

30
年
１
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め

て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
（
上
野
和
佳
氏
）　

②
親
子
触
れ
合

い
遊
び　

①
②
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ

オ
ル　

■申
①
４
月
９
日
○月
ま
で　

②
４
月
13

日
○金
～
５
月
14
日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
４
月
19
日
○木

②
５
月
15
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
４

月
～
９
月
生
ま
れ　

②
29
年
５
月
～
10
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
親
子
触
れ
合

い
遊
び
、
歌
と
体
操　

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
お
母
さ
ん
の
た
め
の
３
Ｂ
体
操　

■持
バ

ス
タ
オ
ル　

■申
①
４
月
16
日
○月
ま
で　

②
４

月
20
日
○金
～
５
月
10
日
○木

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー　

■日
４
月
22
日
○日
、

５
月
12
日
○土
午
前
９
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
自
由
来
館
型
遊
び
場
「
な
か
よ
し

広
場
」
を
開
放

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

４
月
24
日
○火
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■内
子
育
て
情

報
の
紹
介　

■申
４
月
20
日
○金
ま
で　

■他
託
児

あ
り

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
春
〟　

■日
５
月
10
日
○木

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
等

▼
共
通　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
４
月
の
講
座 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■日
４
月
20
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
生
後
２

か
月
～
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者　

■師
上
野
和
佳
氏
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

公
開
工
作
教
室 

簡
単
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
!!

■日
４
月
21
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場
内
日
本
国
末
端
技
術
研
究
所

年
生
以
上

▼
共
通　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登

録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
各
コ
ー
ス
無

料
体
験
１
回

■
短
期
教
室

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
春
コ
ー
ス（
全
５
回
）　

■日
５
月
19
日
○土
午
後
７
時
（
初
回
）　

■場
小

真
木
原
総
合
体
育
館
　
■定
先
着
20
人　

■費
中

学
生
以
上
…
3
、
０
０
０
円　

小
学
生
以
下

…
１
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
用
具
の
貸
出
し
あ
り

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■内
通
年
コ
ー
ス
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
）　

■場
・
■申
藤

島
体
育
館
内
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３

■他
体
験
教
室
あ
り
。
年
会
費
等
は
要
問
合
せ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
平
成
30
年
度
会
員　

■内
通
年
定
期
教
室

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ン
ポ
ン
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
健
康
教
室
等
）、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円
　

■他
開
催
日
等
は
要
問
合
せ

▼
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
in
鶴
岡
参
加

事
業　

く
し
ス
ポ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交

流
大
会　

■日
５
月
30
日
○水
午
前
９
時　

■場
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場　

■定
先
着
50
人　

■費

３
０
０
円　

■申
５
月
18
日
○金
ま
で
　

▼
共
通　

■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団 

団
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
…
小
真
木
原

野
球
場
、
平
日
午
後
７
時
30
分
（
週
１
回
）

…
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
小
学
生
以
上　

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

教
室 

会
員
募
集

■日
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

■場
同
教
室
練
習
場
（
三
川
町
）　

■対
５
歳
～

高
校
生　

■費
月
額
１
、
０
０
０
円

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

■
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

▼
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
器
械
体
操　

■日
水
曜
日　

■時
・

■内
午
後
５
時
30
分
…
初
級
（
４
歳
～
小
学
２

年
生
）
コ
ー
ス　

６
時
45
分
…
普
及
（
小
学

２
年
～
６
年
生
）
コ
ー
ス　

■場
朝
暘
武
道
館

▼
き
っ
ず
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

■日

木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館　

■対
小
学
生
以
上

▼
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス　

■日
金
曜

日　

■時
・
■対
午
後
６
時
45
分
…
５
歳
以
上

■場
ｅ
ス
タ
ジ
オ

▼
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）　

■日
土
曜
日

午
後
３
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
　

■対
小
学
２
年
生
以
上

▼
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上　

■日
日
曜
日
午
前
９
時
30

分　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場
　
■対
小
学
３
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■対
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着

15
組　

■申
４
月
２
日
○月
～
13
日
○金
に
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
竹
を
使
っ

て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
☆
」　

■日

４
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
32
人　

■費
１
人
１
０
０
円　

■申

４
月
５
日
○木
か
ら

▼
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う

■日
４
月
28
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　

■対
小
学
生
先
着
16
人　

■内
専
用
ロ
ー
プ
を
使

っ
た
木
登
り（
１
グ
ル
ー
プ
約
1
時
間
15
分
）　

■費
３
０
０
円　

■申
４
月
１
日
○日
～
20
日
○金　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画 

〝
作
っ
て
遊
ぼ
う 

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
〟

■日
５
月
３
日
○木
・
４
日
○金
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保

護
者　

■内
こ
い
の
ぼ
り
バ
ッ
グ
作
り
等
こ
ど

も
の
日
に
ち
な
ん
だ
作
品
制
作　

■場
・
■問
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

稲
を
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
こ
と
の
体
験
学
習 

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
～
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
）

■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
、
三
川
町
ま
た
は

庄
内
町
に
在
住
の
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
30
組　

■費
７
０
０
円　

■申
４
月
20

日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
５
へ

■他
市
HP上

質
な
絵
本
を
見
分
け
よ
う 

サ
ロ
ン
お
話
の
部
屋
会
員
募
集

■日
毎
月
第
３
金
曜
日
午
後
１
時　

■場
図
書
館

本
館
等　

■内
読
み
聞
か
せ
絵
本
を
選
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　

■費
１
、
０
０
０
円　

■他
絵
本

リ
ス
ト
『
さ
ぁ
、
よ
み
ま
～
す
！
』
を
同
館

で
配
布親

子
で
す
ご
す　
　
　
　
　

〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〟

■日
毎
月
第
２
（
12
月
は
第
１
）
土
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の

子
供
と
そ
の
保
護
者　

■内
紙
や
画
材
、
は
さ

み
等
を
使
っ
た
自
由
な
創
作
活
動
体
験　

■場

・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０施

設
の
催
し
等

致
道
博
物
館

▼
見
果
て
ぬ
空　

悠
久
の
刻　

前
田
春
治
洋

画
展　

■日
４
月
１
日
○日
～
５
月
６
日
○日
（
４

月
21
日
○土
・
22
日
○日
を
除
く
）　

■時
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分　

▼
表
千
家
・
裏
千
家
・
遠
州
流
・
大
日
本
茶

道
学
会
各
流
合
同
茶
会　

■日
４
月
22
日
○日
午

前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

■費
前
売
り
券
１
、

６
０
０
円

▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
展
示　

■日
春
を
告
げ
る
花
た
ち
…
４
月
１

日
○日
～
５
月
９
日
○水　

新
聞
報
道
に
み
る
鳥

の
世
界
…
４
月
１
日
○日
～
５
月
14
日
○月　

▼
春
の
散
策
会　

■日
４
月
７
日
○土
・
14
日
○土

・
28
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■定
各

10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
歴
史
探
訪
会
「
春
の
加
茂
坂
峠
古
道
を
歩

こ
う
」　

■日
４
月
21
日
○土
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
４
月
19
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

▽
水
辺
の
い
き
も
の

探
し
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業　

■日
４
月
14
日

○土
か
ら　

▽
い
き
も
の
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り

■日
４
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10
時
、
午
後

１
時　

■費
１
０
０
円　

▽
薪
の
火
de
ま
き
ま

き
パ
ン
づ
く
り　

■日
５
月
４
日
○金
午
前
10
時
、

午
後
１
時　

■費
２
０
０
円　
　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
第
１
期
常
設
展
示
「
光
と
影
」　

■日
４
月

４
日
○水
～
７
月
１
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の
展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
イ
ギ
リ
ス 

か
ら
く
り
お

も
ち
ゃ 
展
」　

■日
４
月
21
日
○土
～
６
月
10
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日

は
午
後
６
時
ま
で
）　

■内
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
美

術
作
品
と
し
て
評
価
の
高
い
オ
ー
ト
マ
タ

（
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
）
作
家
の
ポ
ー
ル
・

ス
プ
ー
ナ
ー
氏
の
作
品
等
を
展
示　

■費
大
人

…
５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■他
担
当
学
芸
員

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
（
■日
４
月
28
日
○土
、

5
月
19
日
○土
、
６
月
２
日
○土
午
後
２
時　

■持

観
覧
券
）

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〟　

■日
毎
月
第
２
・
４
（
12
月
は
第
１
・
４
）

日
曜
日
午
後
１
時
～
５
時　

■対
中
学
生
以
上　

■内
個
人
の
創
作
活
動
の
た
め
に
ア
ト
リ
エ
を

開
放　

■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

中
学

生
…
無
料

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０　

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
４
月
４
日
○水
・
11
日
○水

・
18
日
○水
・
25
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

■費
１
０
０
円

▼
４
月
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
４
月
７
日

○土
午
前
９
時
30
分　

■内
写
真
発
表
、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
交
換　

■持
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ　

■他
技
術
講
習
会（
毎
月
２
回
）

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
４
月
10
日
○火
・
27
日
○金

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■費
１
０

０
円

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
基
本
練
習
」（
５
㎞
）

■日
４
月
21
日
○土
午
前
10
時（
同
館
集
合
）       

■内

基
本
練
習
を
学
び
同
館
周
辺
の
散
策
路
を
歩

く　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
公
認
指
導
員
）　

■費
１
０
０
円　

■申
４

月
16
日
○月
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５
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０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
、

携
帯
食
等　

■申
５
月
１
日
○火
ま
で

▼
新
緑
の
虚
空
蔵
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
５

月
12
日
○土
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場

新
潟
県　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
２
、
２

０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
、

携
帯
食
等　

■申
５
月
１
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
62

‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

せ
か
い
の
台
所　
タ
イ
料
理

■日
４
月
22
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
佐
藤
サ
ワ
イ
氏
・
岩
浪
テ
ィ
ダ
ラ

氏（
タ
イ
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
４
月
７
日
○土
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25

‐
３
６
０
０
へ

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

一
般
公
開
講
座

■日
４
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大
農

学
部　

■内「
今
農
業
者
が
目
指
す
も
の
、
求

め
ら
れ
る
も
の
」
門
間
敏
幸
氏
（
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
）　

■問
山
大
農
学
部
内
「
同

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２

０
１
１
‐
５
６
１
５

危
険
物
取
扱
者
試
験　
　
　

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
５
月
16
日
○水　

乙
種
第
４
類
…
17

日
○木
・
18
日
○金
（
２
日
間
）　

■場
・
■申
４
月

23
日
○月
～
５
月
10
日
○木
に
消
防
本
部
予
防
課

22
‐
８
３
３
２
へ　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　
　

美
術
講
座

▼
苔
と
雑
木
の
寄
せ
植
え
盆
栽　

■日
５
月
19

日
○土
午
後
２
時　

■師
林
民
男
氏
（
樹
木
医
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
４
月
４
日
○水
～
５
月

10
日
○木

▼
陶
芸
講
座
～
手
び
ね
り
で
つ
く
ろ
う
（
全

６
回
）　

■日
５
月
23
日
・
30
日
、
６
月
６
日
・

13
日
・
27
日
、
７
月
４
日
の
水
曜
日
午
後
２

時　

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
４
、
０

０
０
円　

■申
４
月
４
日
○水
～
５
月
15
日
○火

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

山
形
学「
地
域
連
携
講
座
」受
講
生
募
集 

庄
内
の
く
ら
し
と
信
仰（
全
５
回
）

■日
・
■内
・
■師
▽
５
月
19
日
○土
…
講
義
「
庄

内
三
大
祭
」
春
山
進
氏
（
元
県
立
高
校
校

長
）、現
地
研
修
（
椙
尾
神
社
、出
羽
田
川
館
）　

▽
６
月
23
日
○土
…
講
義
「
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
庄
内
」
菅
秀
二
氏
、現
地
研
修
（
菅

家
邸
宅
、
南
洲
神
社
）　

▽
７
月
７
日
○土
…

「
立
谷
沢
川
の
龍
神
信
仰
と
砂
防
事
業
」
武

田
桂
輔
氏
（
立
谷
沢
川
砂
防
出
張
所
所
長
）、

現
地
研
修
（
六
渕
砂
防
堰
堤
、
濁
沢
第
一
砂

防
堰
堤
等
）　

▽
９
月
15
日
○土
…
講
義
「
荘

内
神
社
の
歴
史
」
石
原
純
一
氏
（
荘
内
神
社

宮
司
）、
現
地
研
修
（
同
神
社
）　

▽
10
月
13

日
○土
…
講
義
「
松
ヶ
岡
開
墾
と
シ
ル
ク
産
業

の
背
景
」
山
田
陽
介
氏
（
元
県
立
高
校
校
長
）、

▼
新
緑
の
新
保
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
４
月

22
日
○日
・
25
日
○水
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５

時　

■場
新
潟
県　

■定
先
着
各
20
人　

■費
大
人

…
２
、
２
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
、
携
帯
食
等　

■申
４
月
20
日
○金
ま
で

▼
春
を
感
じ
る
「
さ
え
ず
り
」
観
察
会　

■日

４
月
29
日
○日
午
前
８
時
（
大
山
公
園
駐
車
場

集
合
）　

■内
同
公
園
の
散
策
、
野
鳥
観
察

■師
太
田
威
氏
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
）　

■費
大
人
…
１
０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
携

帯
食
、
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）
等　

■申
４

月
25
日
○水
ま
で

▼
い
ろ
ん
な
春
を
感
じ
よ
う　

■日
５
月
３
日

○木
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先

着
25
人　

■内
道
草
摘
み
等　

■師
芳
賀
竹
志
氏

（
月
山
ガ
イ
ド
協
会
会
長
）　

■費
大
人
…
５
０

０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食
、
携
帯
食
、

採
取
袋
等　

■申
５
月
１
日
○火
ま
で

▼
て
く
て
く
観
察
会　

■日
５
月
４
日
○金
午
前

10
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■内
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
散
策
等

▼
こ
ど
も
の
日
恒
例
‐
よ
も
ぎ
餅
つ
き
‐　

■日
５
月
５
日
○土
午
前
11
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
１
０
０
人　

■持
器
、
箸
（
貸
出
し
は

１
０
０
円
）

▼
春
色
の
草
木
染
２
ｄ
ａ
ｙ　

■日
５
月
５
日

○土
午
後
１
時
、
６
日
○日
午
前
９
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
各
10
人　

■内
ス
カ
ー

フ
を
桜
で
染
め
る　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０

円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円　

■申
5
月
１
日

○火
ま
で

▼
新
緑
の
天
蓋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
５
月

９
日
○水
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
新

潟
県　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
２
、
２
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
４
月
５
日
○木
・
12
日
○木
・

19
日
○木
・
26
日
○木
午
後
１
時
30
分 

▼
編
物
サ
ー
ク
ル　

■日
４
月
６
日
○金
・
10
日

○火
・
17
日
○火
・
20
日
○金
・
24
日
○火
、
５
月
１
日

○火
・
８
日
○火
・
11
日
○金
・
15
日
○火
・
22
日
○火
・
25

日
○金
・
29
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
水
香
お
ど
り　

■日
４
月
９
日
・
16
日
・
23
日
、

５
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の
月
曜
日

午
前
９
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
４
月
９
日
○月
・
23
日
○月
、

５
月
14
日
○月
・
28
日
○月
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６道

の
駅
「
月
山
」 

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
か
た
く
り
園
開
園　

■日
４
月
中
旬
～
下
旬

▼
庄
内
の
昆
虫
展　

■日
４
月
14
日
○土
～
５
月

27
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大
人
…

２
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
０
０
円　

幼

児
…
50
円

▼
共
通　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎

53
‐
３
４
１
１

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
早
春
の
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
４

月
21
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場

油
戸
→
由
良　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
７

０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食
、
携
帯
食

等　

■申
４
月
17
日
○火
ま
で



24

日
○金　

■対
年
長
児
と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組

（
先
着
60
組
）　

■申
鶴
岡
地
域
の
各
幼
稚
園
・

保
育
園　

■他
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▼
菅
原
道
真
公　

■日
５
月
25
日
○金　

■対
昭
和

37
年
生
ま
れ（
数
え
年
57
歳〈
道
真
公
が
大
宰

府
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）の
男
性
1

人　

■内
天
神
は
ん
く
ね
り
の
中
で
時
代
衣
装

を
着
て
練
り
歩
く　

■申
４
月
19
日
○木
ま
で
同

事
務
局
へ

県
営
住
宅
４
月
募
集

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬　

■
募
集
住
宅

美
原
１
号
・
２
号
（
Ｂ
）、
茅
原
３
号
（
Ｂ
）、

城
南
２
号
（
Ａ
）
…
各
１
戸　

東
部
１
号
・

３
号
、
茅
原
３
号
（
Ａ
）
…
各
２
戸　

茅
原

２
号
（
Ｄ
）
…
３
戸　

茅
原
１
号
…
５
戸　

■申
４
月
5
日
○木
～
11
日
○水
に
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他
抽
せ
ん
会
は
4
月
18
日
○水

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　
　
　
　

貸
館
の
受
付

▼
11
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
・
小
ホ
ー
ル
・

練
習
室
等
、
来
年
５
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調
整
会
議
）…
４
月
15
日

○日　

通
常
受
付
…
５
月
１
日
○火
か
ら　

▼
12
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
・
小
ホ
ー
ル
・

練
習
室
等
、
来
年
６
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調
整
会
議
）…
５
月
15
日

○火　

通
常
受
付
…
６
月
１
日
○金
か
ら

▼
来
年
１
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
・
小
ホ
ー

ル
・
練
習
室
等
、
来
年
７
月
大
ホ
ー
ル
本
番

利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調
整
会
議
）…
６

く
な
り
次
第
終
了
。
予
約
不
可
）　

■場
市
役

所
本
所
１
階　

■対
市
民
、
市
内
事
業
所　

■内

種
約
20
粒
（
ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
計
２
０
０
袋
）

と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
（
3
ｍ
～
5
ｍ
四
方
の
廃

魚
網
〈
約
１
０
０
枚
〉）　

■問
本
所
環
境
課
内

「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎

内
線
７
０
８　

■他
配
布
数
量
に
達
し
な
い
場

合
は
同
課
で
配
布

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■日
６
月
６
日
○水
～
16
日
○土
（
10
泊
11
日
）

■対
部
屋
・
食
事
（
１
日
２
食
）
の
提
供
、
出

羽
庄
内
国
際
村
等
へ
の
朝
夕
の
送
迎
が
可
能

な
家
庭　

■内
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら

の
訪
問
団
（
青
少
年
16
人
、
引
率
者
１
人
）

の
受
入
れ　

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他

食
事
代
支
給
。
受
入
れ
期
間
や
送
迎
時
間
等

は
相
談
可

天
神
祭　

化
け
も
の
・
道
真
公
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

募
集

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　

■日
５
月
24
日

○木
・
25
日
○金　

■内
天
神
祭
の
運
営
等
へ
の
協

力　

■申
５
月
10
日
○木
ま
で
本
所
観
光
物
産
課

内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

４
８
へ

▼
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！　

■日
５
月
25
日
○金

（
鶴
岡
天
満
宮
集
合
）　

■内
化
け
も
の
衣
装
を

着
て
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
道
行
く
人
に
お
酌

す
る　

■
衣
装
貸
出
し　

５
月
10
日
○木
か
ら

市
役
所
本
所
４
０
３
会
議
室
で
貸
出
し　

■申

４
月
19
日
○木
か
ら
同
事
務
局
へ

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！　

■日
５
月
25

▼
実
習　

■日
５
月
23
日
○水
～
６
月
18
日
○月
の

う
ち
１
日
（
60
分
）　

■場
市
内
の
訪
問
介
護

事
業
所　

■他
専
門
職
員
が
同
行

▼
共
通　

■対
総
合
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

元
気
な
高
齢
者
等
先
着
50
人　

■持
昼
食
、
印

鑑　

■申
５
月
10
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
８
２
へ　

■他
修
了
後
、
総
合
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
に
有
償
で
従
事
で
き
ま
す
。
認

知
症
見
守
り
支
援
員
資
格
も
同
時
取
得

日
本
赤
十
字
社　
　
　
　
　

救
急
法
等
講
習
会

■対
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
等
の
団
体　

■内

救
急
法
（
急
病
人
の
救
命
手
当
て
、
け
が
人

の
応
急
手
当
て
）、
水
上
安
全
法
（
水
の
事

故
時
の
救
助
・
手
当
て
）、
雪
上
安
全
法
（
ス

キ
ー
場
で
の
け
が
人
の
手
当
て
）、
健
康
生

活
支
援
講
習
（
健
や
か
な
高
齢
期
の
た
め
の

知
識
・
技
術
）、
幼
児
安
全
法
（
乳
幼
児
の

急
病
・
け
が
の
手
当
て
）
に
関
す
る
講
演
会

に
講
師
を
派
遣　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

体
験
ギ
タ
ー
レ
ッ
ス
ン　

（
初
回
無
料
・
要
予
約
）

■時
午
後
７
時　

■場
大
西
町　

■他
HP

募
集

地
球
環
境
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン 

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日
４
月
18
日
○水
午
前
9
時
～
10
時
30
分
（
な

現
地
研
修
（
松
ヶ
岡
開
墾
記
念
館
、
同
館
周

辺
）　

■時
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■定
60
人　

■費
大
人
…
３
、５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学

生
…
２
、５
０
０
円
（
別
途
昼
食
代
）　

■申
４

月
５
日
○木
か
ら
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐

２
５
３
７
へ　

■他
６
月
23
日
○土
は
公
開
講
座

（
受
講
生
以
外
は
５
０
０
円
）

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
20
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）　

■申
４
月
20
日
○金
～
５
月
13
日
○日
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防

各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は

２
０
０
円

消
防
設
備
士
試
験

■日
５
月
26
日
○土
午
前　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
甲
種
、
乙
種
（
と
も

に
全
類
）　

■申
電
子
…
４
月
６
日
○金
～
16
日

○月　

書
面
…
９
日
○月
～
19
日
○木　

■問
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
等
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
５
月
21
日
○月
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分
、
22
日
○火
午
前

９
時
50
分
～
午
後
４
時
、
６
月
21
日
○木
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
21
日
の
午
後
は
希
望
者

の
み
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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所
本
所　

■内
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
等
各
種
許
可
申
請　

■問
同
会
鶴
岡
支
部

（
石
川
）
☎
23
‐
４
９
１
７

い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る　
　

相
談
窓
口

　

い
じ
め
や
学
校
生
活
で
の
悩
み
、
相
談
ご

と
が
あ
っ
た
ら
１
人
で
悩
ん
だ
り
我
慢
し
た

り
し
な
い
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
文
部
科
学
省
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
」
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

（
24
時
間
受
付
）　

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
教

育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８

１
８
１
（
月
曜
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
８
時
30
分　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

…
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）　

▽

山
形
県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８
３
８

３
（
24
時
間
受
付
）　

▽
本
市
の
相
談
窓
口

は
本
号
27
ペ
ー
ジ
参
照
。
市
HP

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
は
10
年
に
１
回
、
写
真
の
書
換
え

が
必
要
で
す
。
写
真
の
期
限
が
切
れ
て
い
る

場
合
は
、
書
換
え
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

冬
期
間
休
館
し
て
い
た
水
道

資
料
館
が
開
館
し
ま
す

■日
４
月
１
日
○日
～
11
月
30
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐

７
７
３
１

日
○水
・
20
日
○金
、
５
月
２
日
○水
・
18
日
○金

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　
「
眠
れ
な
い
日
が

続
く
」「
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
出
な
い
」等　

■日
４
月
13
日
○金
・
27
日
○金
、
５
月
11
日
○金
・

21
日
○月

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分

■定
各
日
２
人　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
健
康
課

☎
内
線
３
６
４

住
宅
建
築
の
専
門
家
が
対
応
し
ま
す

住
宅
相
談
会

■日
４
月
25
日
○水
午
前
10
時
～
11
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■内
住
宅
新
築
・
増

改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本
所
建
築

課
☎
内
線
４
８
４

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
４
月
25
日
○水
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

中
央
公
民
館
の
募
集

▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
参
加
団
体
・
個
人　

　

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
は
実
費
。
作
品
の
販
売
は
禁
止
）　

■

展
示
期
間　

７
日
以
内

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
団
体　

■対
10
人
以

上
の
団
体
（
■定
78
人
）　

■費
３
歳
以
上
…
60

円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円

▼
共
通　

■申
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

相
談
・
そ
の
他

定
期
健
康
相
談

▼
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談　
「
社
会
参
加
で

き
な
い
」「
家
か
ら
出
な
い
」等　

■日
４
月
４

月
15
日
○金　

通
常
受
付
…
７
月
１
日
○日
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が
行

う
芸
術
文
化
事
業
等　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１

８
８　

■他
先
行
受
付
は
利
用
調
整
会
議
（
■時

午
後
６
時
30
分　

■場
同
館
）
へ
の
出
席
が
必

要
。
通
常
受
付
は
先
着
順
。
貸
館
の
空
き
状

況
は
市
HP

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の 

ご
案
内

■対
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
４

人
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体　

■内
傷
害
保

険
（
突
然
死
葬
祭
費
用
担
保
特
約
付
き
）
と

賠
償
責
任
保
険
の
一
括
補
償
制
度　

■
保
険

期
間　

４
月
１
日
○日
～
来
年
３
月
31
日
○日

■
受
付
期
間　

来
年
３
月
30
日
○土
ま
で　

■

掛
金　

８
０
０
円
か
ら　

■問
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
８

３
２
１　

■他
加
入
依
頼
書
類
等
は
ス
ポ
ー
ツ

課
に
設
置
。
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

　

中山河川公園桜まつり2018

■日４月13日○金 ～５月６日○日　■問遊佐鳥海観光協会
☎0234‐72‐5666　■他４月13日はオープニング
イベント（■時午前10時～11時　■場同公園〈荒天時
は中山公民館〉　■内弦楽器アンサンブル等）　

お花見に出かけよう 桜まつり

　舞鶴公園桜まつり　■日４月13日○金～５月１日○火
■問酒田市八幡総合支所建設産業課☎0234‐64‐31
15
　酒田日和山桜まつり　■日４月14日○土～25日○水    ■問
酒田市交流観光課☎0234‐26‐5759
　共通　■内開花した桜のライトアップ、ぼんぼり点
灯（■時午後６時30分～９時30分）等

楯山公園桜まつり

■日４月21日○土・22日○日午前11時～午後４時　■内鰊
（にしん）・豚のあぶり焼き販売、売店、スタンプラ
リー等　■費前売り券1,000円（鰊または豚のあぶ
り焼き・買い物券等）　■前売り券取扱い　クラッ
セ、コアアルザ、庄内町商工会立川支所、庄内町立
川庁舎商工観光課　■問庄内町観光協会☎0234‐42
‐2922

培広庵コレクション華麗なる美人画展 ‐上村
松園、伊東深水、竹久夢二、そして佐藤公紀‐

■日４月28日○土～５月27日○日の午前９時～午後４時
30分　■費大人…830円　高校生・大学生…420円　
中学生以下…無料　■場・■問酒田市美術館☎0234‐
31‐0095

三川町菜の花まつり

■日５月５日○土午前10時～午後３時　■場いろり火の
里周辺　■内菜の花娘写真撮影会、アームレスリング、
屋台村、特産品販売等　■問三川町観光協会内「同ま
つり実行委員会」事務局☎66‐4656

●庄内町

●酒田市

●遊佐町

●酒田市

●三川町

▼
▼

▼
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

相
続
し
た
空
き
家
を
管
理

で
き
る
か
不
安
で
す

　
母
が
他
界
し
、
市
内
に
あ
る
実
家
を

相
続
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
持
ち
家
に

住
ん
で
い
る
た
め
実
家
は
空
き
家
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
は
健
康
な
の
で
自
分

で
管
理
で
き
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
続
け

ら
れ
る
か
不
安
で
す
。
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン

ク
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

空
き
家
で
あ
っ
て
も
個
人
の
財
産
で

す
の
で
、
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
管

理
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

高
齢
だ
っ
た
り
、
遠
方
に
住
ん
で
い
た

り
と
管
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
事
情
で
空
き
家
を
管
理
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
不
動
産
や
建
築
関
係

団
体
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
64
‐

１
５
６
７
や
民
間
の
不
動
産
業
者
等
で

は
空
き
家
の
管
理
を
引
き
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

QＡ

125

地域の学校に全ての子供の居場所を

大阪市立大空小学校初代校長。「みんながつくるみんなの学
校」を合い言葉に、全ての子供の学習権を保障する学校づく
りに取り組む。特別支援の対象となる子供も同じ教室で学び、
不登校がない同小学校の１年を追ったドキュメンタリー映画
『みんなの学校』上映の舞台挨拶と障害者差別解消法の理解
促進に関する講演のため来鶴。大阪府出身。

木
き む ら

村 泰
や す こ

子 さん

舞台挨拶の様子（２月３日／荘銀タクト鶴岡）

　子供は一人ひとりその子らしさを持っています。
全ての子供が、その子らしく自分の力を高められる
ことを一番に考えて学校づくりをしてきました。大
空小学校には校則がありません。あるのは「自分が
されて嫌なことは人にしない。言わない。」という「た
った１つの約束」です。そして、発達障害などで特
別支援を必要とする子供も、みんな同じ教室で一緒
に学んでいます。そういう子がいるおかげで、周り
の子供たちは価値観が多様な社会で生きるために大
切なことを学び、お互いに育ち合い成長します。
　毎年、入学式で保護者に２つのことをお話します。
１つは、文句は一切受け付けないということ。文句
には主体性がなく一方的で、未来につながりません。
でも、意見はどんなに耳が痛いものでも言ってもら

います。意見は対話に変わるからです。
保護者も文句を意見に変える力を身に
付けていきます。校長を務めた9年間、

保護者からのクレームは一切ありませんでした。
　もう１つは、自分の子だけの保護者から、周りの
全ての子供のサポーターに変わってもらうというこ
と。周りの子供が育てば自分の子も育ちます。自分
の子はよそ様が育ててくれるんですね。
　映画が撮影された平成24年度は、全校児童数約
220人のうち、特別支援の対象となる子供は30人
を超えていました。教職員の配置基準はほかの公立
校と同じです。それでも、人が足りないと感じたこ
とはありません。地域の人が、毎日のように学校に
来て子供たちと触れ合い、また、登校を見守って
くれるからです。「地域のオッチャンやオバチャン」
がいることで、学校は多様な学びの場になります。
　地域の公立小学校は、校長や教員のものではなく
住民のものです。地域をつくる宝が育ち、将来帰っ
てきます。学校が変われば地域が変わる。そして、
地域が変われば社会も変わるのではないでしょうか。
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ま
た
、
市
で
は
不
動
産
等
の
専
門
家

が
相
談
に
乗
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６
月
９
日
○土
・

８
月
４
日
○土
・
11
月
10
日
○土
の
午
前
10

時
か
ら
、
勤
労
者
会
館
で
開
催
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
の
寄
附
を

受
け
有
効
活
用
し
ま
す

　

市
で
は
中
心
市
街
地
の
指
定
さ
れ
た

区
域
に
あ
る
、
老
朽
化
し
居
住
困
難
な

不
良
空
き
家
を
、
所
有
者
か
ら
無
償
で

寄
附
を
受
け
て
解
体
・
整
地
し
、
若
者

世
帯
や
市
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
に
住

宅
用
地
と
し
て
供
給
し
ま
す
。
寄
附
の

対
象
と
な
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
自
治
組
織
等
の
取
り
組
み
に
助

成
し
ま
す

　

住
民
自
治
組
織
等
が
地
域
内
に
あ
る

危
険
な
空
き
家
を
解
体
す
る
場
合
に
、

重
機
借
上
料
や
廃
材
処
分
費
な
ど
の
経

費
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
不
良
空
き
家

の
草
刈
り
な
ど
適
正
管
理
に
対
す
る
助

成
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
に
は
所
有
者
等
か
ら
の
同
意
や
、

地
域
住
民
の
解
体
作
業
へ
の
参
加
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

本
所
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
空
き
家
の
有
効
活
用
…
本
所
都
市
計

画
課
〉

〈
空
き
家
の
適
正
管
理
…
本
所
環
境
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　4/4 ～ 5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 4日○水、５月２日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

［特設］登記相談（土地家屋調査士等） 本所市民課☎内線158 19日○木10：00～15：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 27日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　4/4 ～ 5/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
4 .５○木  13：30 ～ 15：30 山形トヨペット㈱鶴岡店

14○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

 17○火 ９：00 ～ 11：00 鶴岡ガス㈱
 25○水 ９：00 ～ 11：30 消防本部
27○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所
〃 13：00 ～ 15：30 　　〃

29○日 13：00 ～ 15：30 荘銀タクト鶴岡
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成30年2月28日現在）
　住民基本台帳人口合計：128,318人
　　 （男：61,308人、女：67,010人）
　世帯数：48,641世帯

↑
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

開館記念事業！ 　中村芝翫、中村橋之助、中村福之助の
親子そろい踏みでの襲名披露が行われる
またとない機会です！豪華俳優陣による
華やかな舞台を、ぜひご堪

たんのう

能ください。

　○購入可能枚数　１人４枚まで購入可能
　　※�鶴岡市民であることを確認できるもの（マイナ

ンバーカード、運転免許証等）をご提示ください。
　　※販売枚数には限りがありますので、ご了承くだ
　　　さい。

≪一般販売≫
　○販売開始日　４月27日（金）
　○プレイガイド　
　　チケットWeb松竹（24時間。初日は午前10時から）
　　鶴岡市：荘銀タクト鶴岡（午前９時～午後７時。
　　　　　　　　　　　　　　初日は午前10時から）
　　酒田市：みずほ八文字屋（午前10時～午後10時）
　　庄内町：BookCityとみや（　　　�　〃　�　���　　）

　　　　　　問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

●チケット料金（全席指定・税込）
≪一般≫特等席7,000円・一等席6,000円　　　　　　　　
≪学生≫一等席3,000円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は500円増し。
　※�未就学児は入場不可。託児サービスあり（有料。

先着順。チケット購入時に申込み）。
　※学生券と車椅子席の販売は荘銀タクト鶴岡のみで
　　行います。

●チケット販売方法
≪市民先行販売≫
　○販売日時　４月14日（土）～20日（金）
　　　　　　���午前９時～午後７時
　○販売場所及び方法　荘銀タクト鶴岡で先着順

中村梅玉 片岡秀太郎 中村吉之丞
中村梅花
芝喜松改め 宗生改め 国生改め 橋之助改め

中村福之助 中村橋之助 中村芝翫

※歌舞伎鑑賞が初めての方でも楽しめる
　「歌舞伎プレセミナー」を６月24日（日）
　午後２時に開催します（予定）。

７月16日（月）

△
△

△
△

昼の部：午後０時30分開演　
夜の部：午後５時開演
会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール

ぼ う

に　ん じょう ばなし ぶ　ん し　ち も　っ と　い

こ　う じょう


